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1三 谷太一郎 「戦時体制 と戦後体制」『近代 日本 と植民地』第8巻、1993年 、320-321頁 。
2加 藤聖文 「政党内閣確立期における植民地支配体制の模索一拓務省設置問題の考察」『東アジア近
代史』第1号 、1998年 、同 「植民地統治におげる官僚人事一伊沢多喜男と植民地」大西比呂志編
r伊沢多喜男と近代 日本』芙蓉書房出版、2003年 。前者を加藤論文A、後者を論文Bと 略する。
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第2に 、政党政治 と総督政治に関連す る岡本真希子3の 研究がある。これは 日本国内の
政党側から、絶えず総督府に対す る人事 ・官制 ・予算への介入があったが、総督府側は、
天皇に直隷 した総督の地位を楯にしてこれを拒絶し、独立した行政 「地域」 として朝鮮が




発す る斎藤周辺の動 きに注 目し、 この朝鮮総督更迭をめ ぐる政界の対立を 「昭和天皇 と宮










第1章 護憲 三派 ・憲政 会 内閣期
原敬没後、高橋内閣を経て、加藤友三郎、山本、清浦内閣を経て、三代続いた中間内閣
(非政党内閣)の 時代が終わ り、再び政党が政権の中枢を占めることとなった。憲政会は、
1924年6月 、「苦節十年」を経て約8年 ぶ りに政権を担当したが、非政党内閣の間は比較




集』第38号 、2000年10,月 。岡本真希子 「政党政治;期における文官総督制」『日本植民地研究』
第10号 、1998。 前者を岡本論文A,後 者を論文Bと 略する。
4「 斎藤実朝鮮総督更迭をめ ぐる対立図式一田中義一内閣倒閣論再考」(r日本歴史』690号 、2005年
11月)。
5安 田浩r天 皇の政治史一睦仁 ・嘉仁 ・裕仁』(青 木書店、1998年)203-204頁 、永井和r青 年君
主昭和天皇と元老西園寺』(京都大学学術出版会、2003年)、 伊藤行雄r昭 和天皇 と立憲君主制の
崩壊』(名 古屋大学出版会、2005年)。





















案(台 湾水力電気会社整理のため大蔵省が貸付す る三百万円と治水事業に貸付す る二百万
円)を 取消し、内田を辞職に追い込んだ。ちなみに予算は内田の辞職後、伊沢総督の時代
に復活 している。このような事態 に対して右翼浪人杉山茂丸は 「天皇の聖鑑により親任せ
られたる者の進退か閣議に上るへき筈もな く、又事実閣議に上 りたる事 もなく、又内奏の
ありたる事 もな く、全 く虚偽の威嚇脅迫なりし事を発見せ り10」と内田総督更迭事情を牧
野伸顕宮内大臣に伝えている。在任一年弱にして内田総:督が伊沢に更迭されたが、伊沢は
大規模な人事異動を行い、総督府内の 「田閥」、「後藤閥」を一掃 し、台湾総督府を憲政会
に塗 り替えた11。その後、伊沢は台湾総督在任中に東京市長に当選 し、1926年7月 、台湾
を去 り、後任総督として上山満之進が赴任 した。 このような状況に対 して台湾の民間総督
と呼ばれている三好徳三郎は斎藤朝鮮総督に 「殖民地総督に対す る所感」 と題する意見書




7岡 義武・林茂 『大正デモクラシー期の政治一松本剛吉政治日誌一』(岩 波書店、一九六〇年)1924
年6月12日 条(以 下 「松本剛吉政治日誌」で略記す)。
8「 田健治郎 日記」1924年7,月22日 条(国 立国会図書館憲政資料室所蔵 『田健治郎関係文書』に所
収)。 以下 「田健治郎 日記」 と略記す。
9『 読売新聞』1924年9,月1日 付。
10杉 山茂丸 「皇威御顕場の儀に付宮内大臣へ言上の次第」(水 沢市立後藤新平記念館所蔵(r後 藤新
平関係文書』22-84-7、 以下 「後藤新平文書」と略記す)。
11前 掲加藤論文B、 黄昭堂 『台湾総督府』(教 育社、1981年)。
121926年8,月5日 付斎藤実宛三好徳三郎書翰(国 立国会図書館憲政資料室所蔵r斎 藤実関係文書』





















対 して、植民地における党弊を一掃 し健全な植民地経営を行 うことを期待 したが、後藤の
期待 した健全な植民政策は、田中内閣の露骨的かつ党派的な植民地人事によって容赦なく
裏切 られた。当時植民地長官には田中首相の同郷である上山台湾総督、児玉長官、湯浅政













『読 売 新 聞 』1925年10.月23日 付。
後藤 新 平 「田中 首 相 に 与 ふ る書」(前 掲 「後 藤 新 平 文 書 」22-43)。









め、依願免官勅任官4人 、休職奏任官3、4人 及びこれに関連する転官転職10人 とい う範
囲広汎にわたる総督府人事異動案を内閣に提出した。このなかには台南州知事喜多孝治(田
健治郎総督の秘書官、元殖産局長)の 依願免官が含 まれてお り、相当物議を醸す ようにな
















中内地 二転任セシメタシ其 レ迄免官 ヲ猶予シテ貰 ヒタシ21」と上山総督に喜多の留任決定
を促 した。一方、政友会は23日 に臨時幹部会を開き満場一致で、上山総督の引退を期す と
いう申合せに賛成 し、山本条太郎幹事長より申合せの主旨を首相に強硬に進言することに
した。首相不在のままで閣僚の判決を得ようとする上山総督の意図は閣僚の反対で閣議の
上程には至 らず、24日 鳩山書記官長から 「喜多問題 ヲ撤回スルノ意ナキヤ」と問われた。















に憂慮 し、特に 「上山は先般台湾銀行事件には能 く其職責を尽した り、此際更迭する様の




り上げ、総督進退問題に関連させ、手厳 しく批判 していた。7月2日 に上山総督は牧野内
大臣に面談し、留任事情や人事問題の概略を話したが25、宮中へもこの事情が詳細に伝え
られただろ う。また宇垣一成朝鮮総督代理は7月 に 「新領土を政党者流の喰物にし猟官熱







て種々之変更を加へ漸 く解決したる事其一。拓殖通信社(政 友会機関?)よ り上山後
藤両氏を悪罵せるパンフレットを頒布せる事其二。上山氏極度之神経衰弱に陥 り狂的
態度あ りとの悪宣伝(無 論捏造)其 三に有之候。此主勤者は鳩山書記官長と信ぜられ
候27。
9月 に入ってか ら政友会代議士から植民地長官の更迭要求が一層高まった。上山が辞職
しないでいると内閣は後藤文夫総務長官に休職を命 じ、上山の辞職を促そ うとした。 しか
し倉富勇三郎枢密院議長は 「総督力辞セス トテ之 ヲ促ス為メ民政長官其他二休職ヲ命スル
ハ固ヨリ不可ナリ28」と反対するなど、上山総督更迭問題を注視していた。その後、10月
21日 、竹内友次郎(田 健治郎台湾総督時代の警務局長)を 座長に政友会有志代議士の会合
が行われ、上山総督更迭を決議し、台湾予算問題を盾に絶えず更迭を試みた。だが上山総
22r東 京 朝 日新 聞 』1927年6,月28日 付 。
23伊 藤 隆,広 瀬 順 晧 編 『牧 野 伸 顕 日記 』(中 央 公 論 社 、1990年)1927年6月15日条 。
24r東 京 朝 日新 聞 』1927年6月25日 付。
25前 掲r牧 野 伸 顕 日記 』1927年7月2日 条 。
26角 田順 校 訂r宇 垣 一 成 日記 』(み す ず 書 房 、1968年)1927年7月12日条 。
271927年9,月7日 付 斎藤 実 宛 湯浅 倉 平 書 翰(前 掲 「斎 藤 実 文 書」1592-5)。
28「 倉 富 勇 三 郎 日記 」1927年10,月7日 条 。 二 上 の倉 富 へ の伝 言 。
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まま散会 となった34。8,月25日 の第12回 幹事会では満鉄と関東庁 との関係が議題 となっ
た。その中では 「附属地内営設取引所ハ之ヲ南満州鉄道株式会社二移スコト」が含まれて
いた。幹事会ではこの項 目は削除されたが、大連取引所の民営による政友会系の五品取引
所救済 と政友会の政費捻出の狙いがあった と思われ る。 このように政府の満鉄中心主義が
幹事会で陸軍や外務省の反対で難関に逢着 し、9月 に枢密院は拓殖省設置について難色を









32「 東京朝 日新聞』1927年7月25日 付。





ところで、田中首相は9月6日 に児玉関東長官に書翰を送 り、「今回多少関東庁 ト満鉄





交代による制度の欠陥を補 う狙いを持っていた ようである。11月 に入ってから大連取引所
民営問題が浮上すると満州の商工業者達は反対陳情委員を上京させるなど民営化に反対し
た。児玉長官はこれに対して 「唯一人の進退問題 どころか事によると政府自身の運命に関













を政友系で独占せんとする予定の筋書」であ り、党人で行政長官 としての官暦 のない木下
を任命 した 「現内閣の詮衡ぶ りに全 く一驚を禁ぜざるを得ない41」とした。宇垣前陸相は













1927年9月20付 後 藤新 平 宛 児 玉秀 雄 書 翰(前 掲 「後 藤 新 平 文 書 」34-56-3)。
r東 京 朝 日新 聞 』1927年11,月29日 付 。
前 掲r田 健 治 郎 日記 』1927年12月12日 条 。 松 本 剛 吉 の伝 言 。
『大 阪朝 日新 聞 』1927年12,月23日 付 。
『東 京 朝 日新 聞 』!927年12月18日 付 。
『東 京 朝 日新 聞 』1928年1月7日 付 。
『読 売 新 聞』1927年12,月18日 付 。













いた46。また副島道正京城 日報社長は斎藤総督に 「目下各方面に閣下の御辞職運動相起 り
居れとも、今日御辞職相成 り候は寔に無意味に候。辞職勧告者等を御一.被 成下度奉願上
候47」と述べ、更迭運動に対 して断固とした態度を取 ることを要求 した。 ところが、斎藤総






知れない。10,月30日 に田中首相は平沼騏一一郎枢密院副議長に 「政府ニテハ齋藤実 ヲ罷メ
シタルコトニ内定 シ居 レリ。依テ齋藤ヲ顧問官二任セシムルコトヲ考へ居 リ50」と斎藤総
督の更迭の意を漏らし、斎藤の枢密顧問官就任の同意を求めた。その後、斎藤総督は健康
が悪化し、11,月25日 に転地治療のために東上す る。12,月4日 、牧野内大臣に面談 した阿





431927年12,月28日 付斎藤実宛阿部充家書翰(前 掲 「斎藤実文書」283-153)。
44r財 部彪日記』1927年9月13日 条(国 立国会図書館憲政資料室所蔵 『財部彪関係文書』に所収)。
前掲駄場の論文で再引用。
45前 掲 「倉富勇三郎日記」1927年9月16日 条。
46ち なみに1929年 拓殖省案枢密院審議する際、金子、久保田などは拓殖大臣の朝鮮総督監督権明
記に反対した。
471927年9月24日 付斎藤実宛副島道正書翰(前 掲 「斎藤実文書」955-56)。
48前 掲駄場の論文61-62。
491927年10月9日 付上山満之進宛本田文平書翰(前 掲 「上山満之進関係文書」)。
50前 掲 「倉富勇三郎 日記」1927年!1,月1日 条。
511927年12月4日 付斎藤実宛阿部充家書翰(前 掲 「斎藤実書翰」283-147)。
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第3章 浜 口内閣期 にお け る朝 鮮 総 督府 人事
第1節 斎藤総督再任
田中(政 友会)内 閣総辞職に伴い、新たに浜口雄幸(民 政党)内 閣が組閣された。この
政党間の政権交替は、植民地長官人事を政治問題化す ることとなった。浜 口首相は政友会
の山梨総督を辞任させ、民政党系 と見なされた元台湾総督伊沢多喜男を朝鮮総督に就任さ
せ ようとした。しかし樺山資英は、「朝鮮は台湾 と趣を異にし、李王殿下方子女王殿下 の
御結婚の如 き如何に我が皇室が朝鮮を重大視せ らるるかを知 るに足る55」と語 り、朝鮮の
特殊地位を強調 しなが ら、政変毎に総督を更迭す ることについて反対 した。また宇垣陸相














候」(1927年12月5日 付湯浅倉平宛斎藤実書簡(山 口県文書館所蔵 「湯浅倉平伝記史料」39)。
53阿 部充家は 「西園寺公も此の点には頗る憂慮 し居 らるやの消息も伝は り居申候」と斎藤総督に伝
えていた(1927年12,月27日 付斎藤実宛阿部充家書翰(前 掲 「斎藤実文書」283-149)。
54木 戸日記研究会編集校訂 『木戸幸一日記』1(東 京大学出版会、1966年)80頁 。
551929年7月13日 付斎藤実宛細井肇書翰(前 掲 「斎藤実文書」1352-206)。
56前 掲 「河井弥八日記」1929年8,月11日 条。























山梨総督が辞退した後、後任が決定すれば 「此際当方 より潔 く辞任致さるる方将来政治家
としての御立場よく得策なるへ し64」と児玉に提言した。また入江は枢密顧問官伊東巳代









58加 藤論文B118頁 。加藤氏は伊沢多喜男の覚書である 「朝鮮総督問題について」(伊 沢多喜男関
係文書研究会r伊 沢多喜男関係文書』芙蓉書房出版、2000年)を 使って伊沢朝鮮総督就任に対す
る昭和天皇の反対を明らかにした。
59伊 藤隆 『昭和初期政治史研究』(東 京大学出版会、1969年)85頁 。
60前 掲 「河井弥八日記」1929年8,月19日 条。
61「 朝鮮の政党化と新総督の人選」(『朝鮮公論』第17券 第6号 、1929年6,月)1-2頁 。
621929(推 定)年8月22日 に児玉秀雄宛安岡一郎書翰(前 掲 「児玉文書」2-7)。
631929年8,月20日 付田中義一宛児玉秀雄書翰(前 掲 「児玉文書」1-39)。
641929年(推 定)7月9日 付児玉秀雄宛入江海平書翰(前 掲 「児玉文書」1-2)。




首相 と会見した翌日の7,月28日 、安岡は児玉に次の事項を伝>xて いる。第1に 、浜 口首相
が文官総督制を断行しようとし、その候補 として組閣から除外された伊沢を総督に就かせ







ところで前述 した経緯を経て、斎藤実が再 び朝鮮総督に就任す るが、その日の夜、斎藤






題が続いた。1930年3月 、斎藤総督が上京す ると松田拓相は斎藤総督に対 して露骨に児玉













































になった。 また民政党は政友会内閣が任命 した児玉政務総監を辞めさせ るために、予算削
減とい う常套手段を使 った。朝鮮総督府は児玉政務総監の政治基盤である貴族院 と提携 し
て予算削減案を退けたが、その結果 として斎藤総督や児玉は辞職を余儀なくされた。
このように、長官職に留まろうとする植民地長官に対 して、内閣は予算削減や総督府人事






のために行った人事異動は、論功行賞、政党員の利権漁 りのための人事異動 とい う批判を
免れ得なかったのである。




















は、論功行賞、政党員の利権漁 りのための人事異動 とい う批判を免れ得なかったのである。
73
